
Ⅰ　概要

医療機関コード

病院名

所在地

管理者氏名

病床数 一般 療養 感染症 精神 結核

640床 0床 0床 0床 0床

承認年月日

Ⅱ　業務報告

対象期間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

１　紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

紹介率 ①／（②－（③＋④＋⑤）） 82.7 ％

※患者数は延べ人数 ①紹介患者数 16,446 人

②初診患者数 26,786 人

4,789 人

2,095 人

20 人

逆紹介率 ⑦／②－（③＋④＋⑤） 114.7 ％

※患者数は延べ人数 ⑦逆紹介患者数 22,811 人

２　共同利用の実績

（１）共同利用の体制等

利用医師等登録制度の担当者役職

登録医療機関数 1,553 件

1,553 件

（２）共同利用状況

共同利用を行った医療機関の延べ数 263 件

共同診療件数 0 件

高額医療機器共同利用件数 263 件

共同利用病床数 640 床

共同利用病床利用率 0.0 ％

共同利用可能な医療機器

共同利用可能な施設等
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承認要件

③地方公共団体又は医療機関に所属する
救急自動車により搬入された患者の数
（初診に限る）

④休日又は夜間に受診した救急患者の数
（初診に限る）

⑤健康診断を目的とする受診により、治
療の必要性を認めて治療を開始した患者
の数（初診に限る）

うち開設者と直接関係のない医療機関の数

CT、MRI、PET／CT、胃カメラ、心臓超音波検
査、脳波検査、核医学検査、筋電図検査等

地域医療連携室

1318615288

合計

640床

ア　紹介率80%以上



３　救急医療の提供の実績

（１）救急患者数

救急搬送による救急患者数　 7,553 （ 5,235 ）

救急搬送以外の救急患者数　 4,371 （ 2,330 ）

合計（うち初診患者数） 11,924 （ 7,565 ）

※括弧内は、初診救急患者数

（２）重症救急患者の受入体制

優先使用可能な病床数 0 床

専用病床数 28 床

（３）通常の当直体制以外における重症救急患者の受入体制状況

通常の当直体制以外における体制確保の有無 有

医師数

うち専従数

看護師数（准看護師含む）

うち専従数

薬剤師数

うち専従数

診療放射線技師数

うち専従数

臨床検査技師数

うち専従数

臨床工学技士数

うち専従数

上記以外の従事者数

（４）救急用又は患者輸送用自動車所持台数

救急用又は患者輸送用自動車 1 台

４　地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

（１）研修体制

研修委員会の有無 有

研修委員会の名称

有

研修指導者数 18 人

研修施設

（２）研修実績

地域の医療従事者への研修会開催回数 19 回

19 回

研修会延べ参加人数 265 人

うち院外のみの延べ参加人数 171 人

症例検討会の開催回数 2 回

医学・医療に関する講習会の開催回数 19 回

研修の内容 緩和ケアセミナー、地域医療カンファレンス

大会議室、病棟会議室、地域医療研修センター、多目的会議室、Ｗｅｂ開催

重症救急患者に必要
な検査・治療に必要
な診療施設

総合病院併設型救命救急センタ－として365日昼夜・休日を問わず対
応。

常勤 非常勤

4人

3人

3人

0人

0人

0人

3人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

研修プログラムの有無

地域医療連携運営委員会、緩和ケアセンター運営委員会

うち医師以外の医療従事者を対象とした研修会

0人

0人

0人

0人

0人



５　診療並びに病院の管理運営に関する諸記録の体系的な管理方法

管理責任者

管理担当者

６　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

閲覧責任者

閲覧担当者

閲覧方法

前年度の総閲覧件数 3 件

閲覧者別延べ件数 医師 3 件

歯科医師 0 件

地方公共団体 0 件

その他 0 件

７　委員会の開催実績

委員長の役職等

委員数 16 人

うち院外 8 人

委員会の開催回数 4 回

８　患者相談の実績

相談を行う場所

主たる相談対応者

52,607 件

相談の概要

受診援助、入院援助、退院援助、療養援助、経済問題、就労問題、住
宅問題、教育問題、家族問題、日常問題、心理情緒、人権擁護などの
問題に関し、面談・電話による相談、連絡調整、カンファレンスの実
施など

院長

企画課長

相談件数

ソーシャルワーカー、退院支援看護師

院長

診療情報管理士

診療記録管理室

相談窓口、相談室、その他（病棟）

委員会の概要
東京医療センターのトピックス、東京医療センターの医療提供等実績
報告、地域のニーズに応じた地域医療支援病院のあり方等について、
報告・討議を行っている。

院長

病院の管理及び運営
に関する諸記録の管
理方法

診療に関する諸記録
の管理方法

病院情報システムサーバー室及び診療記録管理室

共同利用の実績：地域医療連携室
救急医療の提供の実績：診療記録管理室
地域医療従事者向け研修の実績：事務部管理課、地域医療連携室
閲覧実績：事務部企画課
紹介患者に対する関係帳簿：地域医療連携室



９　地域医療支援病院に求められるその他の取組　（任意）

（１）病院の機能に関する第三者による評価

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有

注）医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価が

あること。

（２）果たしている役割に関する情報発信

果たしている役割に関する情報発信の有無 有

（３）退院調整部門

退院調整部門の有無 有

（４）地域連携を促進するための取組

地域連携クリティカルパスの策定 有

退院調整部門の人員体制、取
組状況等の概要

退院調整部門にはソーシャルワーカー、退院調整看護師が
配置されており、転院調整、自宅でも高度な医療を継続さ
れる患者と在宅医療、訪問看護などの橋渡しや地域との連
携を行っている。

策定した地域連携クリティカ
ルパスの種類・内容
地域連携クリティカルパスを
普及させるための取組

・大腿骨頸部骨折地域連携パス、東京都がん診療連携パ
ス、東京都脳卒中地域連携パス
・大腿骨頸部骨折地域連携パス情報交換会を年３回開催、
連携機関とパス推進について意見交換を行っている。

評価を行った機関名、評価を
受けた時期

財団法人日本医療機能評価機構、令和２年６月

情報発信の方法、内容等の概
要

・地域の医療従事者や登録医に対して、ホームページ掲載や郵送
等により、研修開催の案内や病院広報誌、診療科案内等を発信し
ている。
・地域で暮らし介護が必要になっても自宅で生活できるよう、区
民や病院利用者向けの看護教室の開催。ポスターを区報へ掲示及
び郵送している。


